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A・クービンの”Die　andere　Seite‘‘に見
　　　られる幻想的なことについての覚書
山　後　文　一
（1）
　ジョルジォ・デ・キリコ，そしてパウル・クレー，この二人は，ミュンヘン
留学中に，クービンの絵の魅力にとらわれたという，ただ単にそれだけの問題
ではなく，クービンが，後進者達に与えた影響の少なからぬことを，W・カイ
　　　　　　　　（1）ザーは強調している。そうした意味においては，H・カロッサも”FUhrung
und　Geleit“において，かなりの頁をクービンについて使用している。
　イン河を渡ったオストリア領，ッヴィックレットに，住んでいたクービン，
その生涯を通じて，僅かの回数，それもごく限られた期間の旅行を除けば殆ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）ど，外部との接触を避けた「太陽よりむしろ月の領域」に属するといわれた，
この画家との出会一1910年の春の初めての出会を，H・カロッサはこう書い
ている。
　「あの日，若い巨匠は，大変な忍耐をもって彼の幻想の世界へ，私を導いて
いってくれた一とりわけ私の目についたのはH・ウェーバーとクービンの
”Die　andere　Seite“の素描であった。彼の本質である月面的なものが，これ
らの絵の中にはっきりと現われていた。一私は全く準備のない目をもって，
いきなりこの悪の母胎の領域の只中に入り込んでいたのだった。未だかつて私
は，クービンの絵を見たことはなく，また彼の先達も知らなかった。ゴヤ，フ
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リューゲル，ムンク，ルドン，アンソールなど，殆んど名前も知らなかったの
　　（3）
である。」
　クービンの描く領域を，そしてクービンとクービンの絵との初めての出会の
衝撃を，カロッサは，13年後の1933年に上記のように表現している。ごく微細
な身のまわりのものから出発し，やがては巨視的なものへの移行においても常
に，分裂ではなく，調和を意識せざるを得なかったこの青年医師にとっては，
初めてのクービンの絵画との接触は驚きであったに違いない。「治癒の源泉は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）恐怖の発生する地盤よりも，はるかに深い処から湧き出る」という言葉が，こ
の詩人の全作品を貫く，いわば主調音であり，しかもこの言葉が，この詩人に
まさしくふさわしい言葉であっただけに。
　確かにクービンの絵は暗い。ツヴィックレットの「城」が暗かったように，
彼の生活もひっそりとしていたと同じように，決して彼の絵は賑やかなもので
はない。彼と同時代の「G・アンソールがくり返し暗い支配力が押しせまって
くる瞬間をありありと見せつけるが，一クービンのほうはずっと静的であり
無気味さがいたるところに感づかれるが，まだ少しも爆発するにいたっていな
いような世界を描く。クービンの作品は，アンソールの作品の劇的な動きとは
逆に，意味深長な，来るべき爆発の瞬間を全々ねらっていない。恐怖は，アン
ソールの場合にはたえず露呈されているのに，クービンの場合には潜伏したま
　　　　　　　　　　　　　（5）まますべてに行きわたっている」とカイザーはアンソールとクービンとの共通
と差異を指摘している。
　「夜の幻影」というのは，クービン独得の薄明の世界である。どこか滑稽で
もあり，またうす気味の悪い世界でもあり，その表示され超自然的世界がにぎ
にぎしくないだけに，・「暗いお彷繍と」いわれもする。
　「狂人の幻想は静的であり，少なくともある固定した一点を回転している。
狂人の精神は知的な映像に満ちているかも知れないし，またその精神異状は非
常に面白い幻想と一致しているかも知れない。しかしおそらくそこには発展の
観念が欠けているであろう。しかしクレーあ幻想は果てしなく繰り拡げら飛る
お伽蝦のである」と，H．リートは彼の，。一鵡の中で。。一の内面を
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一応そう指摘する。この表現は，クレーをクービンに置き操えることによって，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クレーについてもそうであったように，またクービンの絵画的世界のある一面
の指摘ともなりうる。
　成程若きクレーは，現実風刺に焦点をあわせ，いわば誇張より生ずる奇怪な
作品を多数制作している。ビアズレー，アンソール，クービンに魅せられたの
はこの頃であり，幻想的で，グロテスクなものに彼自身の対社会的な憤りが込
められていたわけであるが，しかしこうした面は，この巨匠の歩んだ初期の一
側面に過ぎないものであって，あらゆる意味でクレーの絵は，静的＝内面的と
いわれる根拠は，やはりこの画家の知性一自らの内面の限定化にともなう明
晰な造形意識と，彼固有の理念とが結びあえるという内部の関連の中から生じ
ている。従って感覚と意識と手続における彼独得の慎重さを経た作品の底部
に，一種冷やかなものが貫流していても，決して不思議はない。それはぎりぎ
りの処で遊ぶものが，きまって示す厳しさのバリエ”ションなのである。それ
故に彼の絵は，見る者をざわめきの届かない内面の世界へと誘い込む。ここに
「お伽噺」あるいは「お伽の世界」と指摘される変化の豊かさが生じている。
単純化されたものが逆に放射する変化の多様性であるのだが，それが強烈な主
張をともなわないところに，この作家の特色がある。キリコのように，限りな
く森閑と静まり返った空間を露呈させることによって，時代の混迷を逆にあら
わにするという対社会的なもの，静けさの中に，明らかに不安が浮かびあがる
といった，時代と己の関連を情熱的に求めなかっだのは，クレーだけではな
い，ツヴィックレットの素描家もまた同じであった。
　厳しい構成的要素を底部にもった白昼の幻想とでもいえる絵ではなかった，
とりわけ衝撃的な効果を徹底的にねらう絵ではなかった，クービンの絵は。内
面に次第にふくれあがる奇怪なフォルムをもった幻影に導かれ，ひたすらそれ
らを素描し，素描したt，‘のがときにまた新たな幻想を誘うといったとごろか
ら基本的には彼の絵は出発している。しかしきわめて短期問で書きあげられた
この”Die　andere　Seite“は，また別の成立要因があった。
　「〈精神がある目標をとらえると，多くのものがそこに集中する。高遇な思
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想や物事が，それぞれのつながりを離れて，徹底して急拠集中してくる〉とい
　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）う言葉は，クービンによって実証された。」とカロッサはいっている。
　これは彼の内面の深みから連続的に，しかも爆発的に浮かびあがる押えがた
い衝動に，彼が応えたということである。「二週間クービンが絵をかかなかっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）たときは，彼はもう自分を放棄してしまったかと思われた」と後年語るカロッ
サの言葉は，この間の事情をいい得ていよう。こうした背景で，クービンのこ
の作品は1908年に，12週間の時間的経過を経て一息に書きあげられている。
（2）
　クービンは1898年にミュンヘンを訪れている。彼は画家を志してミュンヘン
の美術学校へ行ったのではない。ミュンヘンの美術学校へ彼が行ったのは，さ
しあたってミュンヘン以外に行くあてがなかったからである。ギムナジウム退
学を余儀なくされた後のクービンは伯父である写真家の見習になるが，それも
長くは続かず，兵役志願をするが，これは精神錯乱がもとで除隊を強いられ，
行く所のない失意の彼を慰める周囲の薦めもあって，彼はミュンヘンに来てい
る。絵は子供のときから好きでかいていたのだが，彼自身は画家を職業とする
とは思ってもいなかった。しかし子供のときから奇怪な動物や焔にくるまれた
風景，魔法使や滑稽なものを好んでかき，ことのほか破局の想念に耽けること
を好んだクービンが，画家を志すには当然，彼の資質をそれ相応にゆるがす出
会があったからだ。
　1898年のミュンヘン到着の二日後，彼はアルテ・ピナコテークを訪れてい
る。そこでの彼の感動は大変なもので，ミュンヘン以前の彼の悲惨な生活体験
は，根底からゆさぶられている。すなわちそこに陳列されてある絵画の数々，
そしてそれらの絵画の中に示された人問精神の集中ζ，そこから放射される強
烈な力に，彼は全く圧倒されている。そしてこうした体験の二年後に彼は，
M・クリンガーのエッチングとの出会を生じている。この出会において彼は，
自分の歩むべき方向を決定的なものにしている。ゴヤ，アンソール，ルドンを
徹底的に学び始めたのは，．この頃からである。明らかに彼はこうした画家達に
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ひそかなつながりを感じとっていた。しかしその後1904年に訪れたウィーンで
のブリューゲル体験こそ，彼の生涯における最も強烈な体験であった。恐らく
はこの画家がこれ程の近親性を感じた巨匠は，ブリューゲルをおいて他におら
なかったであろう。この感動は近さの発見とその偉大さに対しての驚嘆であ
り，前二つの体験とは質的に異ったものであった。彼はブリュー一ゲルの絵，素
描，版画等の模写を，できる限り手に入れているのもこの時期であり，またこ
の時期に彼は，本来の素描は無論のこと，油彩も水彩も含めて彪大な量を制作
している。これはこの若い画家が，ブリューゲルとの出会によって引き出され
た，いわば爆発的なエネルギーの放出ともいえるのであるが，しかし巨匠の絵
を前にしての驚きは，自己の力の確認にもっながっている。明らかに彼は失望
し，自作に対して嫌悪すら覚えている。だが失望とは，結局のところ畏敬の裏
返しに外ならなかったのだ，彼の場合は。クービンのブリューゲルに対する畏
敬の念が，彼の生涯を通していただけに。
　われわれは画家としてのクービンが，いかにブリューゲルに引き込まれてい
ったかを，ある種の共感をもって感知することができる。常に破局の想念に耽
けることを好んだ少年の内的資質をそのまま受継いでいる，この青年画家が，
暗黒の渕に明滅する幻想を線でとらえることに没頭し始めていたこの幻想的な
画家が，数世紀以前に既に不安を，それもただ見る側を混惑させ，やがて混乱
をひきおこさせるといったものとしてではなく，むしろ時代の混乱の中から，
時代を越えたものとして，それを構成的にしかも明解に展開させていった，こ
のフランドルの画家に，どれ程深い近親性を感じとっていたかを，容易に推察
できる。そうした中に，われわれもまた画家クービンの特異性を見てとること
ができるのだが，しかしブリュッセルでその短い生涯を終えたこの画家の数少
い作品の中に示された，見る者をして戦躁させずにはおかないその深淵性と，
クービンが表現しようとして止まなかった不安に満ちた夢とその表現とカS，い
わば同心円的に，その根源につながる道は，そう安易には見出せないにして
も，それにしても彼個有の幻想とその表現に心を砕いていたクービンに，決定
的ともいえる一種の確信を与えたことは事実である。ブリューゲルのもっ逞し
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さをわれわれはクービンに求めるのは筋違いである。しかしこの差が，実は両
者の一つの差につながるのである。
　当時のネーデルラントを襲った時代の嵐の中で，嵐を「死の勝利』の中にま
た「幼児虐殺」の中に，あるいはまた祝いの宴に酔いしれる農夫達の中に，あ
るいはまた伝統的な聖書解釈の中に，彼個有のものを展開していったブリュ’一
ゲルの強勒さは，幾重もの構造的な深みをもっている。
　一般に幻想的絵画は，その絵が語る絵画言語が解読されて明白になってしま
うにつれ，その幻想性も次第にうすれてしまう。世界が実は見せかけに過ぎな
いという表示が，実は単なる見せかけに過ぎないということの発見も，決して
少ないとはいえない。しかしいずれにしても幻想的絵画は，基本的にはその本
質上見るものをして明らかにとまどいを感じさせるということ，とりわけなま
なかの言語解釈を受けつけないことと関連がある。そしてこれらの絵画は，い
わば信じきっていた日常の確からしさを突きくずし，よりどころの中心に，お
よそ信じがたいものを出現させるわけであるが，問題は，それが秩序と称して
いたものをただ単に破壊するというに留まらず，その存在性を認容せざるを得
ないというところに，明らかにその特質をもっている。
　初期のボッシュ風の作品から，遺作である「絞首台の上にかささぎのいる風
景』に至るまでの，この短命な作家ブリューゲルが残した作品には，その主題
もそうであるが，とりわけ色彩の効果と，画面構成に見られる動きと色調そし
て圧倒されるような量から生じてくる暗いものが，ただ単にそれだけの表示に
留まらず，全くの静寂に収敏されていく個有のものが内示されている。彼の画
面から見受けられる怪異・陰惨さ，つまりは主題のとりあげ方から画面の表示
を通して，一般には彼はペスミティックな領域の作家として，とらえられてい
る。しかし日常生活におけるブリューゲルが，口数こそ少なかったが，きわめ
て明るく，機智に富んでいて，　「おどけのブリューゲル」という別称をもった
人であったということは，彼の絵の幅と奥行を知る上での，また一つの尺度で
もある。
　クービンが，彼自身の生いたちに強く影響されたとはいうものの，とりわけ
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ショーペンハウアーと強く結びついていったというのも，そこに起因すること
であるが，ともかく若き日の彼の日常が，とりわけ一面的に〈暗〉に根差して
いたというその特殊性を考慮するなら，
の差異も，自ら明らかであろう。
ブリューゲルとクービンの絵画の出生
（3）
　それが若い頃，すなわちアントウエルペンでの版画の下絵かきの仕事をして
いた頃であったにせよ「おどけのブリューゲル」といわれる程，人を驚うかせ
得たというブリューゲルの一面は，彼の生れつきのものであったにせよ，彼の
知性，とりわけ彼自身都会育ちであっただけに，その都会的な洗練された彼の
知性的な面，彼の交友関係，時代の特徴等とは不可分の関係である。そしてそ
れらは互に，とりわけ彼の絵の内容が示す風刺性と密接につながりながら，画
面構成の完成に不可欠の要素となっている。例えばネーデルラントの諺解釈に
しても，絵画面において彼独特の人間愚行が展開される。しかしこうした絵画
的表現が，従来の解釈の上での全くの変質を決してねらったのではなく，彼の
好みの撰択であること，そして彼なりに，さまざまな形に加筆変形していった
こと，そのものに彼の特異i生があらわになっており，そのあらわになったもの
と彼の知的なものとが，密接に関連しあっていることが受容する側に直接明ら
かになってくる。しかし彼の絵から受ける衝撃性は，常に描かれた部分と，描
かれなかった部分の総和に抵触せざるを得ない。とりわけ描かれなかった部分
の彪大な拡がりが，限定された部分を通して感知されるとき，それは明らかに
複雑なものとなってくる面を常に内包している。
　彼が時代の中にあって悲惨な体験を悲惨な体験として造形化していったこ
と，とりわけ画面における色彩効果と構成上の効果に結びついている彼独自の
フォルム，集中と密度の異様さはともあれ，彼の絵画が直接語りかけてくれる
にしても，しかしブリューゲル自身の性格上の明澄性の指摘の強調は，決して
この作家と作品の理解の上での平盤化につながることにはならないだろう。
彼の絵の1もつ風刺性は，多くの人によって強調されている。そしてそうした
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風刺が生ずるということは，とりもなおさず時代の暗さを物語るものである。
しかしこうした風刺を逆手にとって，更に存在の本質へど迫る造形意識を支え
るものは，澄んだ洞察力であろう。風刺という表現が最早あてはまらない，た
だ恐ろしいという表現でしかいい現わせないような，人間内部の「深淵」をあ
らわにした絵画的表示は，いわばこうした明澄の世界からの湧出ではなかろう
か。偉大な画家の「きびしい洞察力と，偉大な表現力」と言語的に一応そう表
現されるが，しかし「きびしい」という表現は明らかに「澄んだ」という表現
の本質に，結局はかかわりをもってくる。
　しかし明澄性と知性とは不可分のことであるにしても，知性が必ずしもペシ
ミズムに直結するとは限らないであろう。当時のネーデルラントの時代的考察
と，彼の知的なものと，描かれた作品との関連を考慮に入れれば，なお一層そ
うした流れが明らかであり，いかにも自然に見えるのであるが，それでもなお，
そうしたとらえ方だけでは治まりきれない拡がりと深さを，彼の作品はもって
いる。年若くして死んだこの画家の自画像と一般に見なされている「画家と鑑
識家』に見られる老画家の表情には一この絵が一般的には実作者と見る側の
風刺と解釈されているにせよ，俗を背に前を見据える老画家の表情には，そう
した問題が明らかに内包されていよう。
　それにしてもブリュ・一一ゲルの描いた，それ程数の多くない絵の，それぞれの
画面に展開される人間の醜悪さ，陰惨さは，そのダイナミックな画面構成とあ
いまって，見る側を戦懐させずにはおかない，画面の随所にちりばめられた暗
喩のいわば言語解釈が，絵全体との関連において，きわめて明瞭になっても，
また絵そのものの成立要因が明確になっても，絵画そのものから受ける衝撃に
は変化をきたさないということ，そして彼の絵がただ単に風刺にとどまらなか
ったというところに，ブリューゲルの絵の卓越さがあるのではなかろうか。
（4）
　クービンの幻想的絵画の世界には，その幻想の深みから浮かびあがって，見
る者を圧倒させるといった爆発性はない。むしろ画面に漂う吸引性にその特質
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があるといえよう。そして見る者をして彼の絵の中に引き込むその力は，いか
にもクービン独得のものであって，引き込まれる世界とは，およそその類似に
おいて，どこかで誰れもが体験したであろう不気味な静寂を根底とした世界で
ある。
　架空の動物が動き廻る幻想的な画面においても，また実在する多種多様な動
物の動きを示す，きわめて荒々しい素描においても，この特性があらわになっ
ている。E・A・ボーの「モルグ街の殺人」の挿絵になっている，巨大な猿が
一人の裸の若い女性の頭部を噛み砕こうとしている，あの衝撃的な場面におい
ても，このことは例外ではない。画面の中央に位置する裸の女性の全身から，
とりわけ彼女の顔にうかがえる静けさの表情の中に，この出来事の衝撃性は吸
収されてしまう。いわば魔性の象徴ともいえる巨大な猿という黒色の中に吸収
される白とでもいえようか。このきわめてグロテスクな両足に支えられた黒い
巨大な猿に抱きすくめられた白い裸の女人の絵は。しかし問題は背後の無気味
な黒に吸収される一方において，再びこの女性の白が画面の上に強く浮上して
くるという確かさの中に生ずる奇妙さは，明らかに今画中においておこりつつ
ある出来事から生ずる，直接的な衝撃よりも，はるかに見る側の深部をゆさぶ
るということである。
　クービンも『サチュロス」を描いている。しかしきわめて政治的でありまた
対社会的であり，晩年は個人的にはまた悲惨であったゴヤの悲痛な内面の吐露
でもある，あのゴヤの「サチュロス』が示す悲劇性は，クービンにはない。両
者の画中において，わが子を食いちぎるサチュロスが示す肢体の部分，顔の表
情における迫力にも，その差異は明瞭であるのだが，この差はなんといっても
両者の特性から生じてきているものである。ゴヤにとって怪物とは，政治その
ものであったろうし，また社会の到る処に出現するものであったろう。なにし
ろ彼の筆も彪大な怪物とそうした怪物の跳梁する世界を描きだしている。しか
し現実離れのした空想の所産にしか過ぎない架空の怪物が示す一それは非現
実的であるが故にときとして一層現実をゆるがすというあの原理に基づく衝撃
が，いろいろ分析され，表現されるが，結局〈怪〉としかいい得ない不透明な
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もの，そのものの存在を外部に認める以上に，ときとしてそれを彼自身の内面
の一部として顕在するという痛烈なゴヤの内面に触れるとき，われわれはゴヤ
のいくつかの絵はそれは最早ゴヤの単なる「気まぐれ（Capriccio）」からつく
られたものではないという到達点を引き出される。
　「クービンは〈認識〉ではなくて，表現をば得ようと務める」とカイザーは
指摘した上で，更にこういっている。「クービンの作品が，すべてグロテスク
と決して見なしてはならない。しかしそれでも常にどこかで何かしら気味が悪
いし，グロテスクなものが結局は，個々の作品と連作のほかにたくさんの挿絵
をふくむクービンのグラフィック作品を解釈するための，もっとも包括的なカ
テゴリーをなすのである。アンソールがおもに人間の世界をさしだしているの
にたいして，クービンはきまって自然の世界に気をとられている。彼は偉大な
巨匠達一クービン自身の言によればボッシュ，ブリューゲル，ゴヤなど一
に学んだにもかかわらず，すばやいタッチで線をたばねて引きながらも，その
一つ一つの線が神経質にふるえ動いているような，まったく独特な技法を発展
させた。そのために草花や樹木や藪や道具や建物が，無気味に活気を呈してい
る。だが主要な題材となっているのは，這い回ったり滑ったりしながら，ある
いは水から浮かびでたり空中をよろめいたりして，彼の線画に住んでいる動物
たちである。そして彼のあまたの作品を前にして初めて観覧者は，胸苦しい恐
ろしくてぞっとするものからおどけた滑稽なものにいたるまで混じっている幅
　　　　　　　　　　　　（11）広い可変性を知らされるのだ」
　クービンに”Das　Zinhaus“という作品がある。これは建物の描写である。
都会ならどこにでも見られる建物であり，さして変哲もない建物であるが，し
かし光と影の中に奇妙な遠近感覚に基づいて，この建物がうす明りの中に中心
表現されると，これはクービン独自の世界が浮び上ってくる。一鬼も夜行しな
い寒々とした空間一右端下にかき込まれた，いかめしい警備兵すらも，全く
人形化されてしまっている空間があらわになっている。
　人気のない建物は，黒々とした掘割の向い，つまり画面の中央において，見
る側にいや応なく迫るという逆三角形の形をとっている。，確かにその形は見る
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側の意識の中に突き刺さる形をとりながら，うす明りの中にその背後にしめる
彪大な暗黒の部分の厚みを予示してくる。画面の右下の警備兵と建物とを結ぶ
対角線上の左上に一点，かすかに明りが点じられている。画面の左側のガス燈
は消えている。そして画面の右側，すなわちこの建物の右側面には，うっすら
と光が当っているが，その光源は何か定かでない。それだけにこの対角線上の
左上の一点の明りは，右下にたった一人かき込まれた人物とあいまって，建物
のもつ無気味さをはっきりと際立たせている。堀割には右隅に小さな橋がかか
っている。しかし番兵がいるため建物には近づけない。図解的にはそうであ
る。しかしこの絵の内包する生の不安は，一切の架橋を必要とすることなく直
接見る側の体験と結び合う。しかもそのとき生ずる共通の不安は，いわば不確
定な要素を帯びながらも，黒くよどんだ堀割の向い，すなわち建物の背後とい
う不透視の中へ再び吸収されていく。この吸収という一種の持続において，現
実と非現実の間の壁はずり落ちてしまう。これは日常の秩序の破壊といったも
のではない，むしろ日常がもって裏側が，日常では不可視であった裏面が，容
認される共通地帯としてあらわになってくるということである。「幻想とは既
知の秩序からの断絶のことであり，日常的な不変恒常性の只中へ容認しがたき
　　　　　　　　　　　（12）ものが闊入することである」とR・カイヨワはいう。まさしくその通りである
のだが，それでも突如として現われた無気味な容認しがたきものを，それでも
なお容認せざるを得ない場合に生ずる動揺は必ずや生の根底とかかわりをもっ
てくる。
　お伽噺の世界とは，もともと怪奇であり，幻想的であり，適度に教訓的であ
りまた親しみのある世界である。そのなれ親しんだ世界が突如として変容する
ということ～これはただ単に外的世界の変容を意味することではないだろ
う明らかに受け入れ側の内部においてそれは生ずるものである。
　クービンの「暗いお伽噺」とは，いわば「裏面」の表現でもある。彼のすべ
ての絵がそうであるというのではない，しかし画面において一本の樹木に静ま
り返った世界を現わす場合においても，また奇怪な動植物の異様な程の氾濫が
あっても・そこにはというよりはその画面の背後に，ときに全てを併呑してし
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まう静寂があるということも，クービンの絵の特徴の一つでもある。その静ま
り返った世界，うす明りを通して予感され，暗闇によって象徴される世界，と
りわけこの青年画家をして一息に書かしめた「裏面』（Die　andere　Seite）の世
　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）界をA・ヘーヴッヒは「凍結と死の世界」と規定する。
（5）
　静かな導入部から始まり，静かなエピローグで終わるこの幻想的な物語はそ
の大部分，灰色と褐色を背景にした「夢の国」において繰り拡げられる激げし
い動きによってしめられている。すべてのものが章を追うUとに，暗黒の中へ
と吸い込まれていく過程が，いわば終末を思わせる道が喧喋と死臭のたちこめ
る中に示されている。この「夢の国の都ペルレ」の背景にクービンは最初から
暗い色を選んでいる。
　「町の上に拡がっている空は永遠に曇っていた。太陽は未だかつて一度も輝
くことはなかった。夜，月や星が見えるということもなく，永遠に変ることな
く雲が深く地上に垂れ込めていた。一こういう条件のもとでは，野原や森林
がどのような外観を呈していたかは容易に想像がつくだろう。みすみずしい緑
など，どこを探してもなかった。草も茂みもそして樹々も，にぶいオリーブ色
か緑をやや含んだ灰色にひたされていた。一ここでは灰色と褐色が圧倒的で
　　（14）
あった」
　この基本色の上にクービンはボッシュの『地上の楽園』中の最右翼のパネル
を彷彿とさせる堕地獄的な，混迷の世界を描きだす。いやこの「地上の楽園」
の右パネルにこだわることはない。あらゆる意味でボッシュ風の奇怪な世界が
展開されていく，それはポッシュの絵画に見られる無気味な程の静と動あ絡み
合い，そして異様なものをただ単に異様とのみいい切れない驚異的な彼の幻想
の世界を思わせる。ポッシュの絵画的世界がそうであるようにこのクービン
の「裏面」（Die　andere　Seite）の内部も，象徴的な音と色と量に特徴づけら
れ，残虐と滑稽，不安と狂気が日常を覆いつくす。これらがきわめて神経質な
素描家である主人公の目を通して表現されていく。何故こうした日常が突発し
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たか判らない。悪夢のような現実があるだけであり，この現実が，実は悪夢な
のではないかといった夢のもつれをこの主人公に到る処で生じさせている。展
開される現象の強調と，ずり落ちていく方向だけが明示され，それ以外の関係
が一切断たれてしまった状況が，いわゆるクービンの絵画の表現基本である
　　　　（15）「心理図法」（Psychographik）に似た方法で積み重ねられていく。こうした部
分の積み重ねは章を追うごとに，破局へ向って騒然たる状況をつくり出してく
る。とりわけ第三部〈夢の没落〉第三章「地獄」にクービンは，最も多くの頁
を使用している。第二部においては夜だけが喧躁をきわめていたのt41が，この
章に入るとこの町は，最早昼と夜とを区別することができなくなり，伝染性の
狂気が以前にもまして，大きな拡がりを見せ，町の住民は夜昼同じような灰色
の微光の中でうごめく状態になる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）　「時計はすべて錆びて止ってしまった」とクービンは槍う。この時間喪失と
いういわば自覚喪失状態の中で，集団の情欲のみが突如異様なふくらみをもっ
て作品全体を覆う。癩病患者や不具者達もこの伝染性の狂気に巻き込まれる。
修道院は彼等に襲われ，神に祈る修道尼達は犯され殺される。寺院は音もたて
ずに湖の中に沈む。そしてこの暗闇の中に沈んだ寺院の窓から水中を通して浮
かびあがる燈火を鬼火のように，クービンは色どる。いやここだけではない川
のほとりにも，沼地にも，到る処に青白い光が発生する。これに野性動物の襲
撃が加わる。そして信じがたい程の情欲のかたまりになった住民は暴徒と化
す。集団暴行と虐殺によって生ずる散乱した死体と，そこから発散する死臭，
こうした状況を背景としてクービンは，’暗闇を背崇として強烈な赤色を浮上さ
せる。
　「ペルレの町の方角では，空が赤くなり始めた。と見るまにその赤さは強烈
になり，どぎつい光となって層雲に当って砕け，やがて遥か地平線の彼方へと
拡がっていった。一市内のあらゆるものは燃えあがる焔の赤一色にびたさ
れ，市の役所はすでに焔にくるまれていた。絶え間なく火粉をあげて小爆発が
起こった。焔は火のついた書類を空中に吹きあげ，吹きあげられた紙屑はまる
で火の鳥のように，町の上空を彼方へと飛んでいった。，大声で稔ったり，げら
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）げら笑い声をあげる群集が，焔に照らしだされた町並で波うっていた」
　これはボッシュの『地上の楽園』の地獄絵の背景に描かれた赤色光を思わせ
るし，また同じボッシュの「聖アントニュウスの誘惑』，三幅対の祭壇画「乾
草車』の右パネルの背景に描かれた烙の色を彷彿とさせる。またブリューゲル
の「狂女フリート」に見られる赤色効果の異様さを思わしめるものがある。
　すべては破局に向って，棲惨の度を強めながら急傾斜の道をたどる。明らか
にこれはクービンの描いた堕地獄の図であり，物語はやがてブリューゲルの
「死の勝利」にその発生と完成がみられる，死の量化につながっていく。
　「夢の国」の住民達はやがて視力障害におかされ視力を失う。しかし失った
のは視力だけではなく，言語の表現能力も次第に失ってやがて集団自殺に追い
込まれていく。
　「市の役所も郵便局も銀行も燃えていた。そしてその焔は町並を昼ののよう
に明るくしていた。山手にあるフランス人地区からは，汚物や血のり，内臓，
動物や人間の死体などが一塊になってゆっくりと，丁度熔岩が流れ出るように
おしよせてきた。腐敗が進み玉虫色に光を放つこの汚物の中を，最後の夢の国
の人達が足をふみしめるようにして歩き廻っていた。彼等は舌がもつれてしま
って最早お互いに理解しあえなかった。話す能力を失ってしまったのだ。殆ん
ど皆裸だった。屈強な男達は虚弱な女達を腐肉の流れの中へ突き落した。彼女
達はそこで腐臭に息がっまって死んでいった。大広場はまるで巨大な汚溝のよ
うであり，人々は最後の力をふりしぼって首を絞めあったり噛みつきあったり
して，結局はそこで死んでいった。家々の窓からは殺された人達の硬直した死体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）がぶらさがっていた。砕けた彼等の眼にはこの死の王国が映しだされていた」
　この悪夢としかいえないようでありながらただ単に悪夢とはいい切れない一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）面をもつこの作品の粘着性は，究極においては一箇の貝殻にも不気味さを感ず
るこの画家の自然観に基づくものであり，微細なものから巨大なものに到るま
で，すべて世界が亡びへの意志によって貫かれているという執拗なまでの破局
意識に支えられている。この作品の最終行となっている”Der　Demiurg　ist
ein　Zwitter‘，という一文は，世界が両極の絶えざる分裂と融合の総和として
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とらえられていることの彼自身の告白とも，また作品の詰めとも受けとれない
こともない。何故なら作中に見られるPateraの創造と破壊，　Pateraの夢と
現実そしてPateraとAmerikaner対立に見られる極点間の関係は，こうし
た秩序の基本原理と結びつく可能性をもっているからである。しかしそうした
図式的な対立を遥かに越えたというよりはむしろこうしたものすらも呑却して
しまう，徹底した亡びへの激しい流れがこの作品を貫いているということが，
本質的にはまたこの作品を際立たせているのではあるまいか。
作中で活発に描写されている集団催眠，集団殺人そして集団自殺，この集団と
いう無名性の中で荒れ狂う動きが，やがてはもたらすおびただしい量の死，こ
の動きと終結に見られるその爆発性と陰惨をきわめた終焉は，クービンの絵画
的世界には現われないものである。それだけにまたこの作品が，クービンの絵
画面での幻想性に深い関わりをもっていくことにもなる。
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